
役割分担・業務分担  
 
医師と医療関係職種、医療関係職種と事務職員等における役割分担 
1. チーム医療の充実 

＊院内迅速対応チーム ＊感染制御チーム 
＊重症患者初期支援チーム ＊抗菌薬適正使用支援チーム 
＊呼吸ケアチーム ＊褥瘡対策チーム 
＊術後疼痛管理チーム ＊栄養サポートチーム 
＊養育支援チーム ＊報告書確認対策チーム 
＊緩和ケアチーム ＊摂食嚥下支援チーム 
＊MRI安全管理チーム ＊早期離床・リハビリテーションチーム 
＊せん妄・認知症サポートチーム（認知症ケアチーム） 

2. 認定看護師の活躍、特定行為研修を修了した看護師の活躍 
3. 初診時の予診（問診）の実施、診療録への代行入力 
4. 看護師等による静脈採血、静脈注射及び留置針によるルート確保の実施 
5. 患者支援センタースタッフ等による入院の説明の実施 
6. 看護師等による検査手順、処置手順、手術手順の説明の実施 
7. 病棟薬剤師の活躍(薬の説明、服薬指導、持参薬の確認、周術期における薬学的管理等) 
8. 臨床検査技師の活躍(超音波検査、心電図検査、血管内の血圧の観察・測定等) 
9. リハビリ職種の活躍(リハビリテーション実施計画書の作成支援等) 
10. 臨床放射線技師の活躍(放射線検査の説明の実施、3D・多断面画像の作成による診療支援等) 
11. 管理栄養士の活躍(栄養指導、食事内容や形態の確認と相談等) 
12. 臨床工学技士の活躍(心臓・血管カテーテル検査、治療時の器材や診療材料の支援、人工心肺

の設定調整等) 
13. 医師事務作業補助者の活躍(書類記載の代行、診療録記載の代行、外来診療の補助等) 
 
看護職員と他職種との業務分担 

1. 患者支援センターの業務拡大・入院時の援助 
2. 介護福祉士、看護補助者の配置（夜間配置を含む）と育成 
3. 病棟薬剤師との協働（処方薬・持参薬を含む全ての内服薬のセット） 
4. 臨床検査技師との協働（内視鏡へ 3名配置） 
5. 臨床工学技士との協働（透析室へ 6名配置） 
6. 管理栄養士との協働(栄養指導、食事内容の確認と相談等) 
7. 主として事務的業務を行う看護補助者の配置 
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